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薬学生早期病院体験実習の成果と評価 
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【目的】本学は平成１４年度より薬剤部と薬学部が協力して作成した実習要項を

基に，薬学３年の希望者に５日間の病院体験実習を提供している．今回，病院体

験実務実習の成果を臨床薬剤学と国家試験の結果を指標として追跡・調査した． 
【方法】薬学部３年生一週間病院実習準備委員会を薬学部教員（３名）と薬剤部

職員（本学附属８病院薬剤部・薬局より各１名）で構成し，一般目標と到達目標

を掲げた薬剤部／薬局３日間，病棟２日間の実習内容とスケジュールを作成した．

平成１４年度と１５年度の薬学３年に夏期特別病院体験実習の希望者を募集した．

両年で希望者・非希望者，それぞれ約１００名であった．実習成果は実務実習と

密接な関連のある薬学専門科目の成績と平成１６年度薬剤師国家試験の合格率を

指標として評価した．実習カリキュラム作成のコンセプトについても述べる． 
【結果】薬学３年専門１科目の期末試験平均点は平成１４年度 216 名全員で 61.8，
実習体験者 64.3（116 名），非体験者 58.8（100 名）と１５年度 61.7（216 名），体

験者 63.4（102 名），60.7（114 名）であった．薬剤師国家試験については第８９回

の結果，体験者 87.16%（95/109），非体験者 69.6%（71/102）であった． 
【考察】平成 14・15 年度により専門科目成績に若干の差が観られるが，病院体験

実習体験者が非体験者を上回る．また，第８９回国試結果は体験者が非体験者よ

り合格率が高い．本来の評価は卒後の薬剤師業務の質であり，さらなる追跡調査

が必要であるが，以上の結果は病棟薬剤管理指導業務を取り込んだ早期病院体験

実習が薬学を学ぶ動機と態度の維持・向上に有用であることを示唆した．薬学生

が習得すべき薬学教科を理解しモチベーションを維持・向上するには臨床に接す

ることが必須であることから，早期より学年段階的実務体験実習が必須である． 


